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ウル第三王朝時代ウンマの文書管理官GA。一dub－ba（1）
前　田　　　徹
はじめに
　粘土板に書かれた十万台とも言われる行政経済文書が出土しているように（2〕、シュメールのウ
ル第三王朝は文書主義の行政経済組織を高度に発展させていた。本稿では、そうした行政経済組
織を支える文書の管理・運営に重要な役割を果たしたと思われる文書管理官（GA。一dub－ba）につ
いて、彼らの活動をシュメールの一都市ウンマ出土の粘土板文書に即して整理したい。文書管理
官は、その名に体現されるように、粘土板文書の管理が本来の役割であると推定され、行政経済
組織の中枢にあったと考えるからである。
　文書管理官（GA。一dub－ba）という職名は、初期王朝時代（前2350年）を代表するラガシュ文書
には現れない。この時期のラガシュ文書は王妃の経営体の行政経済文書であるが、この経営体を
統括するヌバンダ職のエニガルなる人物が、文書の管理も行っていたと推定され飢文書管理官
（GA。一dub－ba）が重要な役割を果たすのは、遡ってもアッカド王朝時代（前2350～2100年）以降
なのであろう。
I．ウンマの文書管理官
　ウル第三王朝時代ウンマの文書管理官（GA。一dub－ba）は、ウルシャラur－d§ara。とその子ウルヌ
ンガルur－dnun－ga1が知られる｛3〕。彼らの在職期間を文書から確認すると、文書管理官のウルシャ
ラはシュルギ33年からアマルシン8年まで約26年間その職にあり、その年に息子のウルヌンガル
と交代している｛4〕。この在職期間の確定には、文書に同名異人が多く、ある基準を設けて同名の
人物から区別する必要がある。その弁別のために、文書管理官と付記されるか、もしくは、文書
に捺してある印章によって、当人であることが自明である事例だけを資料として利用した。
　ウルシャラが文書管理官の職とともに記載されるもっとも早い例がシュルギ33年であり｛5〕、彼
の印章が捺された文書の最初の例もやはりシュルギ33年である（6〕。ウルシャラは、最初「ウルシャ
ラ、書記、シャラ神の公有地管理官ルガルナンガの子ur一一§ara1／dub－sar／dumu　luga1－nanga／nu－
band＆一gu．d…ara。」という銘のある印章を使用したが｛7〕、シュルギ42年頃から、父の職名を明記し
ない印章「ウルシャラ、書記、ルガルナンガの子ur－d§ara．／dub－sar／dumu1uga1－nanga／」を使用
している｛呂）。ウルシャラの父ルガルナンガは文書管理官でなく、直営耕地の管理と耕作に責任を
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持つヌバンダグ職にあったので、ウルシャラは父の職を継承したのではない。ウルシャラ以前に
おいて文薔管理官の職に誰が就いていたかは不明である。
　文杳管理官ウルシャラは、その子ウルヌンガルを後継者としている。ウルヌンガルは父を継い
で文書管理官になった｛9〕。ウルヌンガルを文菩管理官と明記するのは、アマルシン8年12月の日
付がある文書を最初とする｛lo〕。しかし、印章から彼の活躍はアマルシン4年から確認される。
　アマルシン4年～6年の文書では、文書にウルヌンガルの印章が捺されていても、捺印者は父
のウルシャラになっている（11〕。ウルヌンガルは、この時期父の代理を務めたのであろう。ウルヌ
ンガルは父の補佐役としてアマルシン4年から活躍し、そののちアマルシン8年に父を継いで文
書管理官に就任した。彼の活躍はウル第三王朝最後の王であるイッビシン治世まで確認できる。
II．文書管理官の地位
　ウル第三王朝時代の文書管理官は行政組織の中で高位にあった。印章に着目すると、ウルの王
が直々に印章を「与えた（in－na－ba）」という銘のある印章、すなわち、もっとも権威ある印章は、
現在のところ5例が知られる。王の身近に仕える酒杯官（sagi）のAbi－ab地のもの、王の伯父で
将軍§aginaのBabati、国家の対外関係に責任を負っていたsukkal－m地職のIr－Nama、王の官吏
（虹一tam1ugal）であって最高神エンリルのサンガsangaden－lil。であるLugalazidaの四人と、文
書管理官であるウルニギンガルUr－nigi㎎arの印章の5例であるu2〕。特別な印章を王から与えら
れた文書管理官ウルニギンガルは、王に直属し国家全般の文書を扱っていたのであろう。このよ
うに王国の文書管理官は国家行政経済組織の中でも最高位の役職の一つであった。
　ウル王の側近だけでなく、支酉自下のシュメール各都市の行政経済組織にも文書管理官はいた。
ウンマに隣接する都市ラガシュの神殿組織において、その最高官であるサンガ・シャブラに次ぐ
位置に文書管理官が置かれることが多く、シャブラ・サンガと文書管理官のあとには、直営地測
量官（sa蜆一duヨ）と倉庫長（ka－gur。）がくる㈹。ラガシュの神殿組織において文書管理官はナンバー
2の地位を占めていたと言える。
　ウンマにおいても、ラガシュと同様に下位の市区が行政経済組織の一単位であり、たとえばア
ピサル市区には家畜や耕地などに関してウンマ市区とは別の責任者がいた。しかし、ラガシュと
は相違して、市区・神殿毎の文菩管理官はおかれておらず、ウンマ市全域を管掌する一人の文書
管理官、すなわち本稿で対象にしているウルシャラとウルヌンガル父子だけが認められる。ウル
王の中央行政経済組織と同様に、ウンマにおいても文書管理官は都市支配者に次ぐ高位にあった
と想定できる余地はあるu4〕。しかしながら、ウンマにおいてはナンバー2とは言い切れない面が
ある。
　ウンマの行政組織における一つの特色は、都市支配者（エンシ）の一族が上位の職を独占する
ことにある（15）。その代表例が、経済を統括する上で重要な倉庫長ka－gur、であり、この職はウル
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第三王朝時代を通して都市支配者の一族によって独占されていた。銀をはじめとする物質・資源
とその流通を一手に握ることで、彼らは支配の基盤を保持したのである。それに対して、文書管
理官であるウルシャラとその子ウルヌンガルは都市支配者一族ではないし、とりわけウルシャラ
は都市支配者に対して「あなたの奴僕」と明記する円筒印章を保有していたので、文書管理官は
都市支配者一族の独占の埼外にあり、都市権力のナンバー2とは考えられない。
　ただし、ウル第三王朝も末期であるシュシン治世の後半からイッビシン治世の前半に、ウルヌ
ンガルは、ウンマの都市支配者を飛び越えて、王であるシュシンやイッビシンに対して直接「あ
なたの奴僕」と明記する印章を使用したn5〕。当然のことながらウンマの都市支配者のダダガや、
その子グドゥドゥとシュシュルギは王に対して「あなたの奴僕」とある印章を使用して王との関
係を強調するが、文書管理官のウルヌンガルが彼らと同様にそのことを強調するのであるから、
ウル第三王朝時代も末期のこの時期には文書管理官が都市支配者一族と同等な地位まで上昇した
と捉えてよいかもしれない。
　このように、文書管理官の地位についてはウンマの独自性を考慮する必要があり、ウンマにお
いては文書管理官がナンバー2であると断定できないが、ウンマの行政経済組織において最高位
の役職の一つであったことは間違いない。
　文書管理官と確認されるウルシャラとウルヌンガルの活動を記録した文書は少なくとも224枚
が残されている。それらの検討を通じて文書管理官の職務の全容を明らかにすることは現時点で
はできない。そこで、文書の形式や内容において特徴あるものを選び出して、文書管理官の職務
の概要を捉えることにしたい。
III．会計システムと文書管理官
　文書管理官の職務に関連して最初に取りあげるべきは、シュメールの書記と書記術・学芸の守
護神であるニダバ神であろう。文書管理官のウルヌンガルは、ニダバ神への奉納（siskur。一dnidaba）
に際して、それを確認するために捺印している。文書管理官の職務を擁護する神としてニダバ神
を祭っていたのであるu7〕。ウンマの隣国ラガシュの文書によれば、文書管理官の活動拠点と見ら
れる文書庫（e。一dub－ba）にニダバ神が祭られていたu帥。都市神以下の諸神を祭る都市全体の祭り
の他に、それぞれの職業の守り神を祭ることも既に行われていたのである。
　文書管理官は経済記録の保管・維持を任務としていた。文書管理官は、文書庫（e。一DUB－ba）
に納入された粘土板を保管するための葦篭や、その葦篭を作る材料となる葦類を受領したu9〕。と
りわけ筆記用粘土板を収める葦篭（gi．pisan　im－Sar－ra）が文書庫に置かれた例は、文書管理官と
粘土板文書の管理との関係をよく示すのであろう｛20〕。
　次に、文書管理官の捺印がある文書の中から特徴ある内容と形式に着目して、文書管理官の職
務権眼を明らかにする一助としたい。
20
　ウル第三王朝時代の文菩では、物品の授受や人の異動は、通常「PN1から、PN。が受け取った
（kiPNrta，PN。§uba－ti／i。一dab。）」もしくは、「PNlから、PN。の（受領の）捺印（kiPNrtaDUB
PN・）」という形式で記録される。こうした当事者間の授受の過程に文書管理官が介入する場合が
ある。第一が、例えばSNS485に
　　　2．4．0．§e－numun　gur，ki§e§一ka1－la　dumu　na－di－ta　a－g山1u2－dingir－ra　ba－a－gar，DUB　ur－dnun－
　　ga1，sea1：ur－dnun－ga1／dub－sar／dumu　ur－d§ara．／GA2－dub－ba－ka／
　「2グル240シラの播種用大麦、ナディの子シェシュカルラから、ルディンギルラの会計簿に置
いた。ウルヌンガルが捺印。［印章］：ウルヌンガル／書記／文書管理官のウルシャラの子／」
とあるように、ある人の会計に移し換える（a－gul一一gar）に際して、確認の印章を文書管理官が捺
す事例である。この形式の文書はウルシャラとウルヌンガルともに多く残している〔2D。
　「会計に移し換える（a－guヨーgar）」は、会計システムを成り立たせるために重要な用語である。
この用語は、ある人の「計算書nig呈一SID－ak」からある人の「計算書」に移すことを示す｛22〕。その
「計算書」とは、収支決算菩の形式を取る。つまり、収入の項と支出の項に二分され、各々の明細
を記した後で、収入の合計と支出の合計の差額を出して、それを次の計算書に繰り越す形式であ
る。ある人の会計に移し換えるとは、ある人の「計算曹」の支出の項目から、ある人の「計算書」
の収入の項目へと数字が書き写されることである。
　「計算書」は収支決算書であるから、当然会計年度のような期日の考え方が前提になっている。
暦年と同じ1年が基準であったようだ。収支決算書は時剛1頁に並べることができ、そのことで時
間という縦軸にそった把握が可能になる。こうした把握と同等に重要なのが、当該期間における
経済活動全体の把握であろう。それには各人の「計算書」を集め合計することで可能になるが、
各人の収支決算書相互の関係を明確にする必要がある。それを示すのが「会計に移し換える」と
いう用語である。
　文書管理官は、会計システムにとって重要である「計算書」から「計算書」への移し換えに際
して、授受が正当に行われたかを確認するのである。
　当事者間の授受の過程に文菩管理官が介入する第二の用例は、物品の授受において作成された
文書（DUB）を文書管理官が受領し保管する（dib）ものである。MVN16．1094を例に挙げる｛23〕。
　　　82［十］gurab2－bi－a，ki　a－tu－ta，DUB　u§一mu　ur－dnun－ga1－ke，ba－an－dib，seal：ur－dnun－gal／dub－
　　sar／dumu　ur－d§ara1／Gん一dub－ba－ka／
　「82［十］頭の各種の牡牛と牝牛、アトゥからウシュムが（受領の）捺印、（その捺印文書を）
ウルヌンガルが受け取り（保管した）。［印章］：ウルヌンガル／書記／文書管理官のウルシャラの
子／」
　この場合は、授受を記録した文書もしくは、その写しを文書管理官が保管することで、会計上
問題がある場合に備えていたのである。文書管理官が、ウンマ市の文書主義による会計システム
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の円滑な運用とシステム全体の保全を意図した活動を行っていたことを裏付ける。
　文書管理官が会計システムの円滑な運用に貢献したことは、TJA：IOS44とTENS391の2文書
からも知られる。シュシン4年のTJA：IOS44は次のようになっている。
　　　2．3．0．gurki　ka－gur7－ta，§aゴbi－ta，0．1．1．a－gu31u2－dingir－ra　dumu　luga1－e2－m叱一eba－a－gar，0．1．5．
　　a－gu3ur－1ugal　ba－a－gar，0．2．O．a－g山§e§一ka1－1a　ba－a－gar，一，§u．nigin！1．4．0．gur　zi－ga－am3，1a2－NI
　　0．4．0．§e，ur－amゴma　dumu　na－di
　「2グル180シラの〈大麦〉、倉庫長から＜の支出〉、その中から、70シラはルガルエマフエの
子ルディンギルラの会計に置いた（a－g山一gar）。110シラはウルルガルの会計に置いた。120シラは
シェシュカルラの会計に置いた似〕。［中略］、合計1グル240シラ、支出分。残り240シラの大麦、
ナディの子ウルアムマ＜のもとに〉」
　倉庫長から支出された2グル180シラの支出内訳の記録であるが、ナディの子ウルアムマのもと
に240シラが残されている。これは次年度への繰り越しとなる。その繰り越し大麦の記録がTENS
391である。
　　O．4．0．§e，si－i3－tummuba出一mar－tuba－du3，§a3－bi－ta，1．O．0．§e　gursu－ga，DUBd§ara2－in一［］，ur－dnun－
　　gal　ba－an－dib，gir3ur－gi6－parコu3Iu2－ur’一§a3－ga，mu　na－m2－a－m曲ba－duコ，zi－ga－amヨ，diri　O．1．0．§e
　　1ugal，nig。一SID－ak　si－iコーtum，ur－am3－ma　dumu　na－di，mu　na－ruガa－m地ba－duヨ
　「240シラの大麦、シュシン4年からの繰り越し（si－il－tum）、その内訳、1グルの大麦は返済さ
れた。シャラインー［］の捺印文書をウルヌンガルが受領した。ギル職はウルギパルとルウル
シャガ。シュシン6年。支出分。超過が60シラの大麦。ナディの子ウルアマに係る繰り越し分の
計算書（収支決算書）。シュシン6年。」
　シュシン4年に倉庫長から支出され、残りとしてウルアムマのもとにあった240シラの大麦は、
この文書において、「シュシン4年からの繰り越し」と記されている。この「繰り越し分の計算
書」はシュシン5年でなく6年の作成である。繰り越し分の処理が6年までずれ込んだのだろう。
この間の事情は次のように推測される。240シラは貸付大麦（§e－ur。一ra）であって、シャライン何
某が借り受けた。それが返却（Su－ga）され、この貸借文書はウルヌンガルのもとに置かれた。返
却されたことで、あるべき繰り越し分は無くなり、会計簿上、差額の60シラが差損として残され
たのである。
　この文書に端的に示されるように、ウル第三王朝時代になると、会計簿は実物（この文書では
大麦）の移動をそのまま記録するのでなく、帳面上・数字上で会計計算を行っている。会計計算
では、まず時間を区切っての収支決算が行われていた。例えば、1a。一NIは、言葉の意味からは「不
足」を意味するが、現代的な意味での赤字ではない。逆の余剰の意昧である。それは、会計簿に
おいて、繰り越しを含めた収入の項の数字に比して、支出の数宇が「不足」すること、すなわち
支出部分が収入部分より少ないことを意味し、次年度に繰り越せる剰余を指すのである。このよ
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うに1a。一NIは、会計システムを前提にしてはじめて「残高」を意味することになる。逆にdiri
「超過」は、収入の数値に比較して支出の数値が超過すること、すなわち「赤字」を意味する用語
になる。支出を意味するZi－gaも、現物の移動・支出とは異なる会計上の用語として使用されて
いる。一般に収入に対する「支出」と訳されるZi－gaについても、当該の合計の数値から「除外」
することである。先の例において、年度内に処理が済んだ1グルの大麦とは、返済された大麦で
あるから・大麦の移動から言えば「収入」であるが、この文菩ではそれをZi－ga「支出」と書く。
実物の移動でなく、会計上、収入があったことで繰り越し残高から「除外する」ことを意味する
のである。
　ウル第三王朝時代の会計用語は、実際の現物の移動を直接示さないで、収支決算された会計簿
の数字上の移動に関わる。このように発達した会計システムがウル第三王朝時代には存在したの
であり、これが文善管理官の存在の前提であろう（25〕。
　文書管理官の役割を見ると、引用した先の例では大麦の返却を証明する文菩がウルヌンガルの
もとにあった。シュシン4年度からの繰り越し大麦の記録であるが、この文書はシュシン5年で
なく6年の日付になっている。実際の返却まで、関連文書がその間の事情を明らかにするために
文書管理官ウルヌンガルのもとに保管されていたのであり、文書管理官の役割が、会計システム
の円滑な運営に欠かせないことを示す好例であると考える。MVN14，231では文書管理官とは明
記されていないがウルヌンガルが文書を保管し、円滑な運営に寄与する様子が見て取れる。簡略
化して示す。
　　　an§e　AS5，AS7：an§e－du－du，ki　ka畠一ta　ur－d§ara2i3－dab5，DUB　ur－d§ara2，ki　ka畠一ta　ur一’nun－ga1－
　　ke．ba－an－dib，an§e－du－du　gub－ba　mu　AS8－bi，ka§。一ra　DUB　u§一muba－ab－ra，nig。一SID－ak－aba－an－
　　na－an－zi，軌一bi1an§e一，1a呈一NI－am3，IGI．GAR－ma　nu－mu－ga12，DUB　ur－d§ara2－ka－bi　ki　ur－dnun－
　　ga1－ka　i3－9a12nu－zi－re
　「アマルシン5年と7年、ろばをカシュからウルシャラが受領した。ウルシャラの（受領）文書
を、カシュからウルヌンガルが受領し保管した。アマルシン8年度の役に就くろばについて、カ
シュのためにウシュムが捺印文書を作成し、計算書（nig・一SID－ak）から除外した。その内に前か
らの残りである（合計）3頭のろばがいる、（それらは）検査書IGI．GARに算入しなかった。ウ
ルヌンガルのもとにあるウルシャラの文書を破棄しないように。」
　ウルシャラがカシュからろばを受領し、その確認の文書をカシュあてに書いた。この文書（も
しくはその写し）をカシュは文書管理官ウルヌンガルに渡し、ウルヌンガルが保管していた。繰
り越し分のろばの処理のために、「ウルヌンガルのもとにあるウルシャラの文書を破棄しないよう
に」と、文書の保存が要求されている。
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IV．会計システムの内と外
　文書管理官が捺印する文書の特徴の一つは、ウンマの組織に属さない人々、逆に言えば王や王
妃、そして将軍などウル第三王朝の中枢に係わる人々への支出が多いことである。
　王に関連する支出としては、王のマシュダリア奉納ma§一da－ra。一alugal、王のマグル舟ma。一gur。一
1ugal、王の倉庫e．gi－na－ab－tumluga1、王のゲシュティンアンナシン神dge§tin－an－na－lugal、王の
井泉gu・一pu・一nag－lugalなどがある（26〕。さらに、王妃アピシムテイa－bi・一si・一im－tiやその弟ババテイ
ba－ba－tiへの支給文書にも捺印する（27〕。
　ウルの王宮に重きをなしたと思われるガラga1a僧のダダda－daへの支出や、同じく中央におい
て重責にあったと考えられるザバルダプzabar－dablへの支出、聖歌僧narのルナンナ1u・一dnama
や道化師u。一da－tu§のシュママの妻dam§u－ma－maへの支出においても捺印する（捌。
　将軍や伝令、そしてウル第三王朝の高位高官であったと思われる人々では、将軍§aginaのアプ
ニa－bu－ni、将軍ウルニンアズur－dnin－a－zu、高官と恩われるイクミシャルi－ku－mi一§ar、イッラダ
ドゥirコーra－da－a－du、ナウェルイリna－we－er－AN、ニルイダガルnir－i。一da－ga1、シグピリsig。一PI－1i。、
シュルギカラムマメテビd§u1－gi－ka1am－ma－me－te－bi、ウルニギンガルur－nigi恥一gar、ウトゥギルガ
ルdutu－gir。一gal、セルシュダガンze。一1u－u§一da－gan、そして、伝令たちra呈一gab－neへの支給などがあ
る（29）。
　その他に、ニップル市の倉庫ga・一nun　nibru阯、像を載せた舟ma・一alan－ka，キマシュ遠征（軍）
の標章§u－nir　ki－ma§ki、潅奨用nig・一dab・a－tu・一a，工房用nig・一dab・gi§一kin－tiなども｛3o〕、王国全般の
活動に対する寄与としてウンマから支出されたものであろう。
　文書管理官ウルシャラは、先に示した二つの印章の他に、ウンマの都市支配者に対して「あな
たの奴僕」とする印章も持っていた（ur－d1irsi・／ensi・umma阯／ur一’§ara・／Gん一dub－ba／dumulugal－
nanga　irrzu／）。この印章が捺された文書の内容は次のようになる。
　　1　MVN14，007　（vi）　　　　　　　　sa　gi，sa呈一dug．ur－gi7－ra，ki　nir－i3－da－ga12
1㎜1l，111（vi）　sagi，sa呈一1ug4ur－gi7－ra，ugulaumigi則一gar
3　TPTS197　（vi）　　　　　　　　sa－gi，sa呈一dug4ur＜一girra＞，ki　ze1一1u－u§一dda－gan
4　UDU69　（）　　　　　　　　sa　gi，ir3－ra－da－a－du山dam－ni
5　UDU75　（）　　　　　　　　　　sa　gi，gi§一i3－sur－deヨ，Iuga1－dutu　i3－dab5，ki　dutu－gir2－ga1
6MCS2，57：112997　（S41）　geme2，zar2－tab－ba，gi§．kiri6－gu－1a，ki　dingir－ra－ta
7　0r47／49，497　（）　　　　　　geme！，ugula　k山一ga－ni
8　TENS297（）　　　　　　　　geme2，ugula　k山一ga－ni
g　DC1219（）　　　　　　　　geme2，ugula　k山一ga－ni
1から3は犬への定期的な飼料給付（sa。一dug川r－girra）であり、同じ月名であるので同時期の
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記録であろう。飼料はニルイダガルやセルシュダガンやウルニギンガルのもとへ送られているが、
彼らはウル第三王朝の将軍であり、地方都市ウンマの組織に属さない。4と5において葦を受け
取るイッラダドゥとルガルウトゥも王の臣下であろう。このような対外的な活動においてウンマ
の都市支配者の代理であることを証明するために、「都市支配者の奴僕」という銘のある印章を使
用したとも考えられる。しかし、6から9に記録された女奴隷（geme。）にかかわって、別の印
章でなくこの印章が捺された理由は説明できないし、ウンマ以外の高位高官への支出に関わる文
書すべてに「あなたの奴僕」を明記する印章が捺されるわけでない。そうであるので、別の要素
も考える必要があろう。
　ウンマの会計システムの内と外ということが別の要素として考えられる。ウル第三王朝時代の
会計簿の支出項目は、移し換えと消費に二分される。移し換えは「会計に置くa－gu。一一gar」で示
され、他の人や部局にそのまま移し換えることであり、消費とは、物品がそのままでは残らない
で消費され消失するものである。例えば大麦をビール原料として使うことなどが消費支出に当た
る。移し換えでは、両者の会計簿を比べてその間違いのないことが確認できる。後者、消費支出
では、会計簿の末尾に記された責任者の名において消費部分の正しさが保証されるであろう。さ
らに、例えば、大麦からビールを作った場合、ビールに関わる会計簿が作成され、それがまた移
し換えによって別の会計簿に入れられ神々への捧げものとしての支出として記録されたりする。
ビールに関わる会計簿を調査することで大麦の消費が会計簿通りであったかが検証できるのであ
る。つまり、ウル第三王朝時代の会計制度は、個々の会計簿を集計すれば全体が見通せるシステ
ムを志向したのである。閉じられたシステムと言い換えても良いであろう。
　ウンマの外への支出は、ウンマの他の管理責任者の文書に書き込まれないという点で移し換え
でなく消費的な支出である。その意味で支出責任者の会計簿の記載を信じるしかない面がある。
その不備を文書管理官の権威によって補う側面があった、つまり、会計システムの内と外の境界
にあって、境界を越えた内から外への移動を管理する役割を文書管理官が負っていたとも考える
ことができる。
　王族や高位高官への払い出しについては、ウンマの都市支配者（エンシ）が責任を負い、その
代理として文菩管理官が捺印したと考えることは否定できないし、その面も存在したであろうが、
もう一方で、文薔管理官が会計システムに果たす役割の側面から、先のような説明もあり得る。
　ところで、ウンマからニップルやウルなど市外への支出で最大のものは、ウル第三王朝支配下
の各都市の都市支配者に課せられたバル義務に関わる支出である＝31〕。都市支配者（エンシ）のバ
ル義務の支出であることを、ウンマの文書では「バルにおいて§a．ba1－a」と書いて明示してい
る｛32〕。このバル義務に関わる支出の文書に文書管理官は捺印しない。「バルにおいて」と書くこ
とは、当然それらの支出が都市支配者のバル義務に付随する支出であることを明示する目的が第
一であろうが、会計システム上、別の枠組みであることを表示する目的もあったと思われる。っ
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まり、ウンマ市内の当該部局の責任のもとにそれらの支出は行われることを示すのであり、それ
は、バル義務の支出に関しては、システム外のものをシステムの内で処理することなのであろう。外
と内とが通底することを「バルにおいて」が表示すると考えられる。
V．都市支配者（エンシ）と文書管理官
　文書管理官が捺印する文書のなかで、まとまったものとして銅の計量文書と「伝令の家e。一kas。」
への定期支給文書がある。
　銅の計量とは、文書管理官が、完成品（kin－ti1－a）や鍛え直した製品（kin－dub。一ba）を計量した
記録である。
　20urudu．ba－bu3－da，ki－la2－bi13ma－na4gin2，kin－ti1－1a，ki　da－da－ga－ta，ur－d§ara2GA～一dub－ba－ke4，
in－1a。，itu－RI，mu－us。一saki－ma§阯ba七ulmu－us。一sa－a－bi「20銅製くわ、その重さ13マナ4ギン、完成
品、ダダガから、文書管理官のウルシャラが計った。第五月、シュルギ48年」（MVN13，783）
　文書管理官は、銅製品の個数と重さという会計簿作成の基本事項を確認するために計量したの
であろう。こうした文書管理官の銅製品の計量の記録は、シュルギ44年からイッピシン3年まで
残されている〔33〕。
　銅製品の計量は、文書管理官だけでなく、都市支配者とルカルラも行っていた。年代毎に整理
すると次の表になる。
　銅を計量するルカルラは、王族の一人としてアマルシンとシュシン両王の治世のほとんどの期
間、銀を管理していた（3』）。銅製品の計量も銀管理の延長として為されたのであろう。アマルシン
4年と5年には、文書管理官とルカルラが共同して計量している｛35〕。
　この表では、アマルシン8年以降シュシン治世を通じて文書管理官の活動が見られない。これ
は資料の残存性という偶然によると思われる。なぜなら、文書管理官とルカルラは、銅製品の計
量と同様に、伝令たちへの定期支給（sa。一dug’kas。）文書に捺印しており、その場合文書管理官の
活動はアマルシン8年以降も確認されるからである｛36㌧
　「伝令の家e。一kas」は、少なくとも、ウンマ市区内（緬ummaki）とギルス運河の城塞（虹an－
za－gar．id．gir。一su出）のニカ所にあった。ウルの王朝は統治の徹底を図って、エラムなどの周辺地
域をもカバーした連絡網を整備し、そこを行き交う伝令たちへの補給地をラガシュやプズレシュ
ダガンに置いた。ウンマにある「伝令の家」もそうした王国の連絡網の結節点として設置された
施設であり、ウンマの都市支配者が責任を負うものであったと考えられる。
　表にある如く、アマルシン治世では、都市支配者（エンシ）の捺印文書によって支給され、物
品の管理はパン製造人（mubaldim）が担当していた。実際の確認の捺印はルカルラと文書管理官
ウルヌンガルが行った。都市支配者の役割を補完する行為であろう。
　銅の計量においては、シュルギからアマルシンヘの王の交代にあわせるように、都市支配者の
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urudu　in・1a2
enS12 Gん一dub－ba lu呈一kal－1a
S44 Touzalin刈eppo495
S45 TENS255
S46 Civil，Farmer’s1．3．1SNS298
S47 Touzalin　A1eppo496，Peat，JCS28，19，MVN20，086，Or47／49294
S48 Nik2413 BM105452（MCS1，37），WN13783，MVN13784，MVN13796etc
AS1 Civil，Farmer’s1．3．3，Contenau，RA12，12，etc
AS2
AS3
AS4 MVN0528，HaIlo，HUCA29，15 Hallo，HUCA29，15
AS5 Contenau，RAユ2，06，Or47／49339 Contenau，RA12，06，Or47／49339
AS6
AS7 MVN161353，
AS8 UTAMI4．2336，UTAMI4．2377
AS9
SS1 MVN13651
SS2
SS3
SS4
SS5 CCTB2，087
SS6 UTAMI4．2548
SS7 MVN14502
SS8
SS9
IS1
IS2 SET295
IS3 AnOr1，238
銅の計量が記録されなくなったが、伝令への定期支給では、ウンマの都市支配者がウルリシから
アアカルラに交代するアマルシン9年を境に、都市支配者の関与を裏付ける記述が文書から消え、
代わってルカルラが重要な役割を果たすようになった。こうした変化は、ルカルラが王の任務の
一部分を肩代わりしたことを示すと思われる。文書管理官は、こうした都市支配者や王族のルカ
ルラを補佐して文書に捺印をしていたと考えることができる。
　文書管理官が都市支配者と密接に緒びつく役職であったことは、別の文書からも窺える性格で
ある。ウンマの公的な経営体のなかでの人の移動は、原隊の長から異動先の責任者の捺印文書に
よって確認されるのが常である。次の例では、都市支配者の近衛兵になるのであるから、都市支
配者自身が捺印している。
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Sa4ug．kaS。
teXt date DUB Sea1 g1‘ne g1「； p1ace
0r47／49，360AS6xiienSi。 gurrZa’an
0r47／49，373AS7ix29enS11 gu「rZa’an｝　　　　　　　　■S＆umma、
enSl！ 1u。一kal－la
﹇???????。?????
a－du 虹an－za－9arヨid29ir呈一su■一ka
BRM3，30AS7xi14
TJA：IES318AS7xi29enSl， u「’glE－Pa「ヨ gurrZa■an一　　　　　　　　一iS＆umma，
BRM3，3 AS8vii［1
lu。一kal－la，ur一’nun－9al一S出■nln■9a！uヨlu。一ur。一§＆一9aa－du 虹an－za－garコid三9ir2－su一」ka
BRM3，1 AS8xenSi2 lu！一kal－la
lu。一’nam。一an－ka［］ a－du 鋤id；一9ir呈一su一，
Nik2，281SS2iv30lu。一ka1－la ur－dnun－9al
lu。一urr§恥一9a山ur－eブmab一 一　　　　　　　　出Sa呈umma，
MVN4，173SS2iv30
lu。一kal－la lu。一ka1－la，ur一’nun－9alu「■91o’pa「ヨluガ’§ul－9i gurl■Za■anmubaldim一　　　　　　　　HS＆umma，
CST871SS2vi30lu。一ka1－la 1u。一ka1－la§＆一nin－9a山1u。一urr§出一9a1此一dul。一9a§a』an－za－garヨid！9ir2－su一，
CST872SS2vi30lu。一ka1－la lu。一ka1－la，ur一’nun－9al§＆一nin－9a山ur－e。一mab gurrZa‘an一　　　　　　　　阯S＆umma，
MVN4，177SS2viii29
lu。一kal－la lu。一ka1－la，ur一’nun－9alur－e。一mab　uヨlu。一ur。一§馳一gagu「rZa－an一　　　　　　　　■S＆umma、
MVN4，ユ76＾2ix29
lu。一ka1－la lu呈一kal－la，ur一’nun－galur－e。一m地叱1u・一ur。飢一9agur’■Za■anm曲aldim一　　　　　　　　一jS幽umma，
BRM3，10SS3vii
lu。一ka1－la lu2－kal－la，ur－dnun－9albu－Wa－Wa山1u。一ib－gal ［1，
BRM3，5 SS3xii
lu。一ka1－la，ur－dnun－9allu。一ur4一…aヨー9a此ur－e・一maZ：
gurrZa■an，山u。一ka－1a
一　　　　　　　　一Saヨumma，
BRM3，ユ2SS4x
ur一’nun－ga山！uガkal－1a ur一’nun－9al，1u呈一ka1－la ur－9iヨーPar。［1止Sara！1ZaIme一　　　　　　　　一1S乱umma、
Joannes，N畑U（1989，97），4SS4xilu。一kal－la ur一’nun－9al，1u、一ka1－la u「一91o－Parヨ山bu－wa－wa luコーdul。一9adub－sar 一S出an’Za－9a「コ
BRM3，7 SS5iii
1u。一kal－la ur一’nun－9al，lu。一kal－la bu－Wa－Wa山1u・一ur‘一§＆一9alu。一du」。一9asukkal　kas』，§Mn－za－9arヨidコ9ir！一su一」ka
BRM3，25SS6iii
1uコーkal－la山ur－dnun－9alur一一nun－gal，luコーkal－la lu。一dul。一ga此ur－e・一mab 1u三一du］。一9asukkal　kas』，鋤an－za－9arヨid．9irコーsu一：一ka
Lafont，ASJ3，6SS iii
1uコーkal－la山ur一’nun－9alur－dnun－gal，lu。一ka1－la 出Sara！■Zalme勃u［mma一］，
HEU99 SS6vii29 lu。一ka1－la，ur－dnun－9al1u。一du］。一9a山u「一91ヨーParヨ lu。一du。一gasukkal　kas’．虹an－za－9arヨid．9ir里一su一一ka
SET185SS　g　v30lu。一kal－1a山ur」nun－9al
ur一’nun－9al，1uゴka1－la 1uコーdul。一9a山ur－e柵ab §凸an－za－9ar，id呈9ir宣一su止i－ka：
　　　　UTAMI3．1801（SS1xi－ta）
　　　　％ur－dma－mi，％ur－dsuen，dumu1u2－ga－mu§u－kuポme，aga、一us呈ensiガka，ugula1u2－ba1－sig5－ta，
　　　　DUB　ensi！（SS－AA）
「漁師ルガムの子ウルマミとウルスエンは、都市支配者の近衛兵として、（元の隊の）長であるル
ガルシグから、都市支配者の（受領確認の）捺印」
　　同様の都市支配者の近衛兵に移動する文書において、都市支配者でなく文書管理官が捺印する
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例がある（YOS4，155）。
　　I　lu2－dsuen　aga－u§一ens12－ka一§e3，1tu－1mu－SS6－ta　ugu1a　lugal－k山一zu，DUB　ur－dnun－gal　Gん一dub－ba
　　（d．ur－d§ara2）
「ルスエン、都市支配者の近衛兵として、シュシン6年1月から、（元の隊の）長はルガルクズ、
文書管理官のウルヌンガルの捺印」
　都市支配者に代わって捺印できるほど、文書管理官は都市支配者との結びつきが強かったので
ある。文菩管理官が都市支配者との結びつきがあることは、銅製品の計量や伝令の家への定期支
給において、都市支配者や王族のルカルラの仕事を補佐しうることの証であろう。
むすぴにかえて
　ウンマの文書管理官について、行政経済組織の中での地位からはじめて、都市支配者との関連
性を検討した。その一方で、ウル第三王朝時代に整備された会計システムに対する貢献という面
からも検討し、文薔管理官の職務が会計システムの安定と保証を与えることにあると考えた。さ
らに、システム化した会計を前提にすると、閉じられた会計システムの内と外という二分法が当
時意識されており、文書管理官の主要な役目として内から外への越境をコントロールすることが
あったと考えられる。会計システムとそこに反映する行政経済組織の解明が次の課題になろう。
　文書管理官が文書に捺印することで果たす役割が、都市支配者との関わりと会計システムの保
全によってすべて説明できるのかどうかも今後の課題である。その場合、留意すべきは、中国の
古代官僚制のような明確なヒエラルヒーをシュメールに想定すべきでないことであ糺役職名や
位階の順位からは当該人物の活動のすべてが分かることにはならない。したがって、行政経済文
書に個々の役職名をもった人物の活動を追うことで、彼らの機能の連関性から組織全体の構造を
考察する遺を選ばねばならないのであろう。
　注
（1）本稿は、1997年度早稲田大学特定言累題研究97A－46「ウル第三王朝時代ウンマにおける文沓管理官」の研究
　成果であり、第38回シュメール研究会（1998．8．27〕において発表した原稿を加筆訂正したものである。
（2）　M．Sigrist，and　T．Gomi，丁加0o㎜〃召㎞加θ0αωo卿θψPω腕加dσr〃他肋な，Bethesda，1991．ウル第
　三王朝時代の行政経済文書は現在までに約4万枚が公刊されている（rオリエント」38／1［1995］，231－232）。
（3）MW15，390（S37iv）にluga1－nesag－eがGん一dub－baとして現れる。この人物については不詳である。
（4）　ただし、シュシン2年の記載がある文杳にウルシャラの活動記録がある。
　SNS470（SS2iv）DUB　la＝一NI　si1a－a　ga1＝一1a1山一nig！一dab。一ba－ka－ne，ki　ur－d§ara2GA2－dub－ba－ka－ta　e！一ga1－e－si　ba－an－
　dib，itu－nesag！，mu　ma！一’en－ki　ba－ab－d岨
　　この文書は、SNS337（AS3）la・一N1sila－a　ga1・一1a，ki　ur一愉ra・一ta　e・一gal－e－siba－ab－dib，SNS378（AS7）la・一N11此一
　nig。一dab。一ba－kα一ne，鋤a－pirsaL■guユーedin－na山mu§一bi－an－naの記載を写したものであるので、シュシン2年を
　ウルシャラの活動期間に含める必要はない。
（5）　Touza1in　A1eppo458（S33vii）．
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（6〕
（7〕
（8）
（9〕
（10）
（11〕
（12〕
（13）
（14）
（15〕
（16〕
（17）
（18）
（19〕
（20）
（21〕
　　DC1，229（S33viii〕．
　　sea1：ur一’金ra呈ノdub－sar／dumu1uga1－nanga／nu－band出一gu’一勤ra！／：Touzalin　Aleppo135（S34vii〕，MVN18，500
（S35），UDU83（S36？x）ViOr8／1，97（S37Dr　v〕．
　　seal：ur一勧ra呈／dub－sar／dumu　luga1－nanga／：SETUA104（S42〕，Or47／49，256（S45vii〕，SET145（S46），UDU
105（S46xi），SET257（S47〕，MVN14，55（S48），CTNMC25（AS3），MVN18，202仏S3），BIN5，223（AS3vi〕，
YOS18，105（AS4），Peat，JCS28，37（AS4viii）、AUCT3，477（AS4xii），MVN16．1415（AS5viii），TENS272（AS
l〕，㎜1，釧All）、凱XC㏄1l1（Allvi）．
　　ウルシャラには別にルガルニルという子がいた。彼は、ウルヌンガルより少し遅れて活動が確認される。彼
の場合は、マルサという舟の建造と管理に係わる部局において活動する。1ug創一nirdumuur一愉ra。：AS8（MVN
16，823〕～SS8（MVN18，426）．
　　Peters，ARRIM4，22：inim　ur一’un－gal　Gん一dub－ba－ta．
　　AS4（TCNY367）　　DUB　ur一’勤ra！GA2－dub－ba，sea1＝ur一’nun－ga1
　　AS5（DC1，309）　　　DUB　ur一‘§ara！、　　　　　　sea1＝ur一’nun－gal
　　AS6（MVN16．0873）DUB　ur一怒ara2，　　　　　　sea1＝ur一’nun－gal
　　Irene　J・Winter，Legitimation　of　authority　through　image　and　legend：Seals　belonging　to　officia1s　in　the
administrative　bureaucracy　of　the　Ur　III　state，inτ加0rgα帆伽ωo”ψPoω帥，eds　M．Gibson　and　R．D．Biggs，
Chicago，1987（1991つ
　　ウンマ文書（Nik2，289［SS3aiii2コ）に文書管理官ウルニギンガルの名（IGI．㎜ur－nigi肚garGん一dub－
ba）が、王の伯父であるパバティ配下の人々（1u．ba－ba－ti）と並んで記されている。王から直接印章を拝受した
ウルニギンガルと同一人物であろう。
　　STH2，5，Maekawa，The‘Temples”and　the’Temp1e　Personner　of　Ur　III　Girsu－Lagash，in　P伽跳α伽
Q解o｛αな｛冊‘加λ侃o｛θ刎NθαrEo泓Pαρ鮒5q〃加8θoo帆d　Oo〃oq〃伽㎜o仰仇θλ㏄4θ刎」Vεαr亙05t一τ肋α妙α伽
伽L狛加〃α‘伽〃ddlθE舳8閉0舳砒陀0刎〃伽Jαρ肌〃αrcん22－24．1996，ed．by　K．Watanabe，
HeideIberg1999，61－102
　　ウンマの文書文書管理官はナンパー2であり、しかも、ウンマの都市権力（都市支配一者）を越えた統一権力
たる王や王宮に関連した職種であったと推測する研究者もいる。S．W．Cole，＾物ρ〃伽Lα丘θA顯物冊r｛㎜8，
Helsinki，1996，p．46；Gregoire，AAS．
　T．Maeda，Father　of　Akala　and　Dadaga，govemors　of　Umma，λαα舳㎜m吻｛oα12（1990），71－78、
　一昌u一’suen／lugal－kala－ga／luga1uri。一しma／luga1－an－ubヨーda－1immu＝一ba〃ur一‘nun－ga1／dub－sar／dumu　ur一愉ra：／
Gん一dub－ba－ka／irll－zu／
　MVN16．1414（SS4iv）zid；etc；siskur＝一’nidaba，DUB　ur一’nun－ga1
㎜1，11（ll1iv）zi1！；li’1ara…一1am－ta；sislur，’nilala
　MVN5，80（SS7）zid；：ki紬ra！一kam－ta；siskur’nidaba
MVN6，301（InW7310）obv．ii22）O．2．0．ninda，23〕’nidabae。一dub－ba－9u－la
　MVN16，776（SS2）nal：ki　lugal－nir－ta；mu－tum＝一勧ra！e＝一DUB－ba　k山一ra，DUB　ur一’nun－ga1
　UTAMI4．2843（SS3xiii）sa－gi，eブDUB－ba一§eヨ，ki　a－gu－ta，DUB　ur－dnun－ga1
㎜1l，1l1（All）gi．pil11im－l1r－r1rl＝一111－l1－l1l1－1－l1lヨ，li1r一’111－p1－1ヨーt1，D㎜1r－dl11－g11
　　その他の例証：UTAMI4．2328（AS9）kiba－za－ta，gi．pisan－im－sar－raa・一山一5一§e。，DUBur一’nun－ga1
UTAMI1621（AS　g　Dr　viii）ki　ur一’§ul－pa－eヨーta；gi，pisan　im－sar－ra－sig5etc．DUB　ur－dnun－gal
MVN14，456（SS1）ki　a－gu－ta；gi．pisan－im－sar－ra，甑IB＝．TU此阯
UTAMI1653（SS1x〕ki　a－ka1－1a　a§gab：ku§pisan　si－ga，DUB　ur一’nun－gal．
　最後の例では、文書管理官が革革柔職（a§gab）の者から篭を覆う革（ku§pisansi－ga）を受け取っている。
　a－g山一gar，DUBの用例は次のような文書にある。
30
　　　　ur一怒ara！YOS4，207（［　］），MVN14，119（S35），UDU83（S36？x），BIN5，4（S42），TPTS343｛S44），NCT44（S
　　45），BM105560（MCS3，88XS46）．NCT44（S46），NCT44（S46）NCT44（S46），SA阻88（S46），SET145（S46），
　　UCP9／2，1，78（S47），MVN4，7（S48），MVN15，92（S48）、MVN4，178（AS1），MVN15，49（AS2），YOS4，173
　　（AS2），AへS23帆S3），CTNMC25（AS3〕，Foster，JCS31／4，17（AS3），MVN18，202（AS3〕，TCNY367（AS4〕，TENS
　　349仏S4），UTAMI4．2944（AS4），YOS18，105（AS4〕，SA　LX㎜：134（AS4〕，DC1，309（AS5〕，TCNSU563（AS
　　5），TCNSU607（AS5），MVN5，54（AS6），MVN16，873（AS6〕，TCNSU600（AS6），BM113005（MCS3，帥（AS7）・
　　　　ur一’nun－ga1：CCTB2，204（［　］），Gomi，0r16，90（AS6〕，UTAMI4，2釧9（AS8），MVN14，449（SS2），MVN16．
　　1390（SS2），UTAMI1692（SS2iv），MVN18，274（SS3）1MVN18，396（SS3），SNS485（SS3），Or47／49，391（SS
　　4），TENS269（SS4），UTAMI1740（SS4），Nik2，213（SS6），CST574（SS7）、MVN16，834（SS7），MVN5，82（SS
　　9），MVN15，355（SS9），CST800（IS2）
（22）　ラガシュの文普であるが、シュルギ48年のパンエ房に関わるいくつかの言十算苦が、a一帥一一garが計算苫から
　　他の計算菩の収入の項日に転記されることの好例になる（CT3，27－30；CT3，40－43；CT3，44－47，CT5，47－49；
　　unpublished　texts：BM18355＆19986）。
（23）　2）DuB一一dibの州例は次の文沓にある。MVN15，55（S48），Or47／49，412（AS1－AS4），MVN14．2311AS5），
　　SNS4α4（AS8），MVN15，127（AS9），TCNY267（SS1viii〕，UTAMI4．2880（SS2〕，MVN16，893（SS3）、MVN16．
　　1428（SS4x）．MVN16，1094（SS5），TENS391（SS6），MVN20，92（SS6），A細CAB，1911－206（SS9）．
（24）　シェシュカルラの会言十に入れられた120シラの大■麦と閥迦する文苫がある。MvN14，480（SS4）：24gum§一bun－
　　ga＝u、一1一§eコ，ab－si肚一ta　la－ak　ri－ri－ga，a一§曲igi－e・一mab一§eコ，ugula§e§一kal－1a，DUB　ur－amヨーma：sea1：ur－amヨーma／dub－
　　sar／dumu　na－di／
　　　　梱種前の耕地の整地作業に賃労働者を働かせた記録である。その労働・災団の長がシェシュカルラであり、ナ
　　ディの子ウルアムマが捺印する。シェシュカルラとウルアムマの名は、先の文菩に現れている。今24人の労働
　　者に、当時の標準の賃金である5シラの大麦を支払うとすれば、必要な大麦量は120シラになる。この敬字は、
　　先の文菩と一致する。これは偶然ではないだろう。
　　　　労働記録における捺印者は、作業’内容や物品に直接責任を持つのでなく、一義的にはあくまでも労働集団の
　　労働の確認をする役日であるが、その労働の確認が賃金労働者の場合、大麦・量一計算の前捉として意識されてい
　　　ることを示し、さらには、労働記録の捺印’者がその大麦の管理をも行っていたことを示す。
（25）　ウル第三王靭時代のこうした会計簿作成には多大の人貝と時間を要したであろう。そのために実際に機能し
　　た期間はそう長くなかったと、思、われ、ウル第三王朝滅亡以後、古バピロニア時代には、別のもっと乎軽な会計
　　簿作成方法く現物主義と契約沓的普式）を採川するのであろう。その童味でウル第三王朝時代の会計システムは
　　出現が早すぎたとも’考えられる。
（26〕　ma§一da－ra。一a1uga1：CCTB2，71（S34）．ma。一gur筥一1uga1：Mercer，JSOR12，22（AS7）．e呈gi－na－ab－tum　luga1：UTAMI
　　4．2593（SS3）．dge§tin－an－na－1uga1：UTAMI2298（SS3Dr　vi〕．馴＝一pu1一nag－1uga1：SA　CLXVIII：158（SS6〕．
（11）a－li呈一si1一im－ti：丁町1111（ll1），㎜1l，1l1（l1lvii）．la－la－ti：㎜1l，11l1（1l1〕．
（28）　da－da　gala：HEU84（Dr　ii），MVN16．1429（AS7Dr　vii），MVN18，380．7帆S8），CCTB2，98（SS4vi），UTAMI
　　1811（SS5）、zabar－dabヨ：SETUA267（AS7？viii），MVN14，372（SS1），UTAMI2216（SS1Dr　vii〕．lu＝一dnama　nar：
　　Or47／49，175（S34vii）．dam§u－ma－ma山一da－tu§：Nik2，191（SS9）．
（29）　a－bu－ni§agina：YOSα4，208（AS6）．ur－dnin－a－zu§agim　AUCT3，458（SS2〕．ra！一gab－ne．ViOr8／1，97（S37Dr
　　v）．i－ku－mi一§ar：UTAMI4．2338（S47）．irヨーra－da－a－du：UDU69（［］）；na－we－er－AN：UTAMI4．2409（AS　g　Dr　viii）．
　　nir－i］一da－ga11：MVN14，7（vi）．sigrPI－1i！：SET245（Dr　iii）．d§ul－gi－kalam－ma－me－te－bi：HEU25（Dr　ii）．ur－nigi山一gar：
　　MVN14，88（vi）．1ugal一’utu：UDU75（［］）．ze！一1u－u§一da－gan：TPTS197（vi）．
（30〕　ga！一nm　nibruL’：UTAMI1773（SS3）．ma1一alan－ka：MVN16．1356（SS1viii）．§u－nir，ki－ma菖k■：Touzalin刈eppo
　　458（S33vii）．nig1一dabヨa－tuヨーa：MVN14，315（AS9），TPTS293（AS　g　Dr　viii）．nig：一dabヨgi蔓一kin－ti：MVN16，830
　　（SS3）．
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（34〕
（35）
（36）
T．Maeda，bal－ensi　in　the　Drehem　texts，ん炮肋㎜γolog｛oα16（1994），115－164
T．Maeda，＄一ba1－a　in　Umma　tab1ets：ba1－duty　of　the　ensi　ofUmma，λc一α舳肌θγolog包cα17（1995），145－174
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40）。
AS1vi　Contenau，RA12，15
AS1vi　Or47／49，317
AS1vii　Contenau，RA12，16
AS4vi　MVN5，28
AS4xiii　Ha11o，HUCA29．15
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シュルギ33年から残されている（MVN20，
　T．Maeda，Control　of　the　m1ers’falmily　over　the　circu1ation　of　silver　in　Ur　III　Umma，λαα8α㎜rolog｛cα18
（1996），251－260．
　　1u；一kal－1a山ur一’nun－gal　in－Ia呈：Ha11o，HUCA29，15：Contenau，RA12，06；Or47／49339〕
　sa・一dug・kas・の表中・シュシン9年とされるSET189の年代に疑問がある。一つはルカルラの活動期間がシュ
シン9年まで延長できないであろうことであり、第二にこの文書の内容や人名がシュシン6年の文普BRM3，
25に似る、点、である。この文書はコピーが無いので年名を確認することができない。
